
 
 
 

参考資料１【H24.6.22 鳥取市中心市街地活性化協議会 第３回タウンマネジメント会議】

＜居住／福祉＞ 

＜商業／交流／観光＞ 

＜交通／都市基盤＞ 

【まちづくりの目標】 【方 針】 【目標を達成するための主な事業】

〇戎町共同建替え整備 

○太平線道路空間整備 

○地域特産品のアンテナショップ 

△周辺町村との農産品販売 

△大学と連携した各種事業展開 

・コミュニティビジネスの展開 

・市立病院跡地の利活用再検討 

・商業と観光との連携 

 

※空き店舗整備活用充実 

※イベントの充実・拡充 

※新創業者への支援策を充実 

※交流施設間の連携策検討 

〇日赤病院の建替え整備 

○戎町共同建替え事業 

 

※コーポラティブハウス整備・支援

 

・学生コーポラティブハウス 

・まちなか子ども外泊体験 

・電動スクーター（ベロタクシー）

・居住マスタープランの作成 

〇鳥取城大手登城路復元整備 

○お堀端の歩道空間整備 

○街なか循環バス（緑くる梨） 

 

△山の手界隈散策路整備 

△回遊路マップの検討 

△連鎖的まちなみ整備計画 

△久松山景観・修景保全 

→エリア別高さ制限条例？ 

・多極型コンパクト街づくり情報連携会議 

【目標の成果を計る指標】 

◎空き店舗減少率（新店開業数？）

 →空き店舗の有効活用が、経済

活動促進の誘引材料や、来街

意識の向上に繋がるため 

◎歩行者通行量（特定地点？） 

 →歩行者の増加は、経済活動の

活性化に繋がるとともに、目

に見える指標として、住民の

まちづくり意識の向上に繋

がるため 

・イベント等参加者数 

・商品販売額、商店数の増加 

・公示地価 

◎仁風閣、わらべ館、民藝館への

入館者数（ふるさとを感じる施設への

入込み客数） 

 →多様なひとやもの・情報が集

まり、交流することで、住民

活動の活性化や生活の質の

向上に繋がるため 

・JR・バス・くる梨乗降客数 

・官民交流施設の利用者数 

・街なか満足度数（市民調査） 

◎居住人口数（社会増加数？） 

 →居住者を増加させることが、

都市機能の集約や都市核と

して成立する与件 

・医療福祉機関数 

・公共公益施設の利用者数 

・公共交通へ利用者 

・駅の乗降客数 

・子育て支援拠点数 

鳥取市中心市街地活性化基本計画骨子（案） 
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■市街地の空洞化に

より、歩いて暮らせ

る中心市街地の生

活環境を再生 

■ライフステージに

見合った多様な住

まい方やライフス

タイルが展開でき

る、多様な住まいが

供給できる仕組み

づくり 

■社会環境の変化に

より中心市街地の

経済活動や諸活動

が停滞し、都市核と

しての求心力を再

生する。 

■中心部と周辺・郊外

部との連携や交流

の活発化により、に

ぎわい創出が県東

部全域に波及する

仕組みづくり。 

■地域資源を活用・再

生することで、まち

づくり諸活動へ連

携効果を高める。 

■地域資源としての

都市景観を保全・維

持し都市空間の魅

力を高める。 

■エリア連携による

街なか回遊性を高

め、ビジネス機会や

賑わいを創出する。 

【課 題】 

（○：ハード事業、△：ソフト事業、※：継続事業 
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【方向性】 

＜平成 19 年 5 月 11 日作成＞ 

＜平成 24 年 6 月 22 日：熱田加筆＞ 

○日常の生活サービスが徒歩

圏内に整備され、車依存度

の低い環境づくり。 

○スマートグリッド等により

人と地球に優しい、暮らし

やすい環境づくり 

 

○快適で安心安全な住環境を

整備し、個々のニーズに合

った住み続けられる環境づ

くり 

○「行きたい」と感じる 

まちづくり 

○駅は人の湧きだし口で

ある 

——ヒト・モノ・コト・情

報の交流と連携を促

進し、にぎわいを創

出。 

「若者」 

「人が集まる場」 

「情報・交流」 

「生活文化の発信」 

「デザイン力の発信」 

「二次交通の充実」 

○「ふるさと」を感じる 

    まちづくり 

 

——中心市街地にしかな

い地域資源を活かし

て魅力と活力を向上

する。 

「地域文化（祭）」 

「美しい街なみ（景観）」 

「歴史・自然」 

「民芸のある暮らし」 

○「住みたい」と感じる 

まちづくり 

——福祉や教育など多様

な都市機能が集積さ

れた「まちなか居住」

の推進 

「高齢者」「生活環境」 

「共同建て替え居住」 

「子育てファミリー」 

「学生街なか居住」 

○多様なひとやもの、情報が

行き交う拠点や仕組みを整

備し、様々な活動が活発に

行われ、都市の核としてふ

さわしい活力と魅力を創出

する環境づくり。 

○空き店舗や低未利用地を活

用し、経済活動が活性化す

る仕組みや環境づくり 

○周辺・郊外部との交流や若

者との協働により、個性豊

かな活力を生み出し、効果

が全市域に波及する環境づ

くり。 

○地域資源に磨きをかけ、魅

力を向上させることで、誇

りある中心市街地を形成

し、来街者の増加に繋がる

まちの諸活動を活性化する

環境づくり。 

 

○２次交通の充実や、中心市

街地内の回遊性を高めるこ

とで、経済活動が活性化し

た環境をつくる。 


